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 沖縄気象台の業務概要
 防災気象情報の役割と発表・伝達

 沖縄地方の主な気象災害（台風、大雨）
・防災気象情報と警戒レベル
・キキクル（危険度分布）の活用

 地震・津波に関する情報等について
・沖縄周辺の地震活動
・津波警報等の発表基準ととるべき行動など

（参考）
〇 防災気象情報の入手方法等

本日の内容



＜気象庁の使命＞

気象業務の健全な発達を図
ることにより、災害の予防、交通
の安全の確保、産業の興隆等
公共の福祉の増進に寄与すると
ともに、気象業務に関する国際
協力を行う。

国民の生命、財産を自然災害から守ること

気象庁は自然を監視・予測し、国民の生命・財産が災害から守ら
れるよう、適切な情報提供を行う

防災気象情報の発表を行っています。

気象庁の業務
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住民が自主的に避難行動をとるためには、市町村の避難情報（行動指南型情報）と
気象庁等の防災気象情報等（状況情報）の組み合わせが重要。

防災気象情報の役割

 市町村の「避難情報の発令判断を支援」する役割。
 「住民が自ら行動をとる際の判断に参考となる情報」という役割。



• 重要な業務を中断させないこと

• 中断した場合でも速やかに復旧させるため、あらかじめ検討
した方策をまとめておくこと

「利用者の安全を守るための対策」
事前の対策、事後の対策を分けて考えて準備する

業務継続計画（ＢＣＰ）
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災害発生前、どのような準備ができるのか？

災害発生により、どういったことが起こりうるのか？

災害について知る沖縄における自然災害
• 台風（暴風、高波、高潮）

• 大雨（浸水害、洪水害、土砂災害）

• 雷や突風（竜巻など）

• 地震と津波 など

リスクについて知る

ＢＣＰを策定するためには

「タイムライン」の検討

「いつ」、「誰が」、「何をする」
災害時にとるべき行動を、時系列（時間軸）に具体的に決めておく

6



なはMAP（那覇市防災マップ）

https://www.sonicweb-
asp.jp/naha/map?theme=th_19&layers=th_17,ROADMAP#layers=ROADMAP%2Cth_34%2Cth_35&scale=30000&pos=127.69876632720013%2C26.21044909200545

施設のリスクを確認！

災害リスクの確認
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なはーと

https://www.sonicweb-asp.jp/naha/map?theme=th_19&layers=th_17,ROADMAP#layers=ROADMAP%2Cth_34%2Cth_35&scale=30000&pos=127.69876632720013%2C26.21044909200545
https://www.sonicweb-asp.jp/naha/map?theme=th_19&layers=th_17,ROADMAP#layers=ROADMAP%2Cth_34%2Cth_35&scale=30000&pos=127.69876632720013%2C26.21044909200545


熱帯付近で熱帯低気圧が発生
最大風速が約17m/s以上に

発達すると台風

沖縄付近で台風の勢力が
最盛期となる

発生期⇒ 発達期⇒ 最盛期⇒ 衰弱期

沖縄付近で速度が遅い
→長時間影響を受け被害が拡大

沖縄本島

台風の特徴と災害

2023年台風第6号（令和5年8月）

長期にわたる停電や断水などの被害

暴風域に入っていた時間帯

那覇 約59時間
名護 約60時間
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暴風、大雨、

高潮、高波

暴風 大雨 → 浸水

大雨 → 土砂災害大雨 → 河川氾濫

家屋などの倒壊、

停電、断水、

通信障害など

台風による災害と影響



10宮古島地方気象台撮影

沖縄気象台撮影宮古島地方気象台撮影

2003年台風第14号

2023年台風第６号

・台風接近が予想される場合、
暴風対策は、風が強まる前の
明るいうちに済ませましょう。
・台風接近中は、不要不急の
外出は控えましょう。

台風への備え

台風による被害
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橋の欄干に引っかかる流木（国頭村）

・沖縄本島地方は大気の状態が非常に不安定となり、11月8日夜遅くから10日昼前にかけて本島北部で猛烈な雨。
９日未明から朝には本島北部に線状降水帯が発生、記録的短時間大雨情報も12回発表。

・半壊1件、一部破損1件、床上浸水69件、床下浸水67件の被害が発生（令和6年11月25日 沖縄県まとめ）。

土砂崩れ（県道14号） 路面の変形（県道14号）

床上への浸水（国頭村）

浸水の
高さ

沖縄気象台撮影

雨雲の動き

（11月9日01時50分）

沖縄本島

・大雨による災害が起こりやすい箇所をハザードマップで確認しましょう。
・大雨になったとき、危険な場所にいる人は、キキクル（危険度分布）で、リアルタイムの
危険度を確認しましょう。

大雨による災害（令和6年11月の大雨）



12出典：内閣府防災情報のページ

警戒レベル（避難情報に関するガイドライン 令和4年8月更新）



警戒レベルと防災気象情報の対応
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今日夜のはじめ頃（18時から21時）に強風、明日昼前（9～12時）から暴風となる見込み
→暴風となる約6時間前の明日明け方（3～6時）に暴風警報を発表します。

暴風警報に切り替える可能性の
高い「強風注意報」は、このように
表示されます。

気象庁HPの表示例

現在の発表状況、量的予想、いつから危険度が高まるか確認でき、
早めの防災対応につなげることができます。
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警報・注意報（発表状況・今後の推移）



暴風警報を強風注意報に切り替えた場合
風速20m/s以上の非常に強い風が吹き続ける場合がある。

風の吹き方は絶えず強弱があり、最大瞬間風速は最大風速
の1.5倍程度になることが多い。

※注意報が継続している場合、警報の解除は、もう安心という意味ではありません。
引き続き十分な注意が必要です。

雨が止んだにも関わらず、

大雨警報（土砂災害）が解除されない場合
土砂災害は、土壌中の水分量が多いほど発生の可能性が高く、何時間も前に
降った雨が影響して土砂災害が発生する場合もあります。それを見極めてから解除
します。

風速20メートル以上の風

・何かにつかまっていないと
立っていられない。

・飛来物によって負傷する
おそれがある。

警報・注意報の基準を下回り、再び上回らないと判断した場合、解除又は
警報から注意報への切り替えを行います。

警報・注意報の解除タイミングと留意点
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Paｒｔ１
https://www.youtube.com/watch?v=N6908uEfhjQ

危険度分布（キキクル）

Ｐaｒｔ２
https://www.youtube.com/watch?v=9-DLg7kxspw
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キキクル（大雨警報・洪水警報の危険度分布）
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キキクル（色に応じた住民等の行動の例）

18



19

沖縄周辺の地震活動

【地震活動】

南西諸島の東から南にかけて南西諸島海溝があり､ 海溝に沿って
地震活動が活発。

南西諸島・琉球列島の北西には沖縄トラフがのび地震活動が活発。

 2023年は震度１以上の地震が80回（震度３以上9回）を含む
約12,000回の地震を観測（2000年から震度５弱以上の地震は４回）。

被害地震の震央分布（1664年～2023年）

2010年2月27日 勝連城跡（最大震度5弱）

石垣島

宮古島

沖縄本島

沖縄管内における地震の発生状況（2023年）

黒の吹き出しは最大震度３以上の地震、赤の吹き出しは期間内最大規模の地震。
なお、赤の吹き出しを付けた９月18日の地震の最大震度は３である。



数秒～
十数秒後

３分後1.5分後 ５分後
地震

緊急地震速報※

津波警報・注意報 津波情報
（予想される津波の高さ・到達予想時

刻・各地の満潮時刻）

津波情報
（観測された津波の高さ・

到達時刻）

震度速報
（震度３以上の地域）

震源に関する情報
（震源・規模）

震源・震度情報
推計震度
分布図

15分後

長周期地震動に関
する観測情報

津波に関する
警報・情報

予測情報 観測情報

予測情報 観測情報

地震に関する
警報・情報

10分後

※震度5弱以上を
予想または長周期
地震動階級３以
上を予想した場合

沖縄地方の津波予報区

沖縄本島地方

宮古島・八重山地方

大東島地方

地震情報、津波警報等の発表流れ

20



地震波をキャッチし、強い揺れが予想される地域を
可能な限り素早くお知らせする情報

強い揺れが襲ってくる直前に自分の身を守る等の対策をとることで、
地震災害の軽減が期待されます。

【発表基準】
緊急地震速報（警報）：震度５弱以上を予想した場合

＋（または）
長周期地震動階級３以上を予想した場合

・予想する震度には±１階級程度の誤差があります。
・震源に近い場所では、緊急地震速報の提供が強い揺れの
到達に間にあいません。

緊急地震速報の限界

気象庁ホームページ 緊急地震速報について
https://www.data.jma.go.jp/eew/data/nc/index.html 21

緊急地震速報
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種類 発表基準
発表される津波の高さ

数値での発表
（５段階）

巨大地震の場合

大津波警報
（特別警報に
位置づける）

予想される津波の高さが
高いところで３ｍを超える
場合。

10ｍ超
10ｍ
５ｍ

巨大

津波警報
予想される津波の高さが
高いところで１ｍを超え、３
ｍ以下の場合。

３ｍ 高い

津波注意報

予想される津波の高さが
高いところで０．２ｍ以上、
１ｍ以下の場合であって、
津波による災害のおそれ
がある場合。

１ｍ （表記しない）

大津波警報、津波警報、津波注意報が解除されるまでは、警戒を続ける！

気象庁ホームページ 津波警報・注意報、津波情報、津波予報について
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/joho/tsunamiinfo.html

津波警報等



前もって、避難者が安全かつ確実に避難
できる方法を検討する必要があります。
地域の状況を考慮して、地域で検討して
整備することも大切です。

津波警報が発表された際の具体的な防災行動
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やむを得ず自動車で
避難する場合



「津波フラッグ」は大津波警報、津波警報、津波注意報が発表されたことをお知らせ
する旗です。「津波フラッグ」を用いることで、聴覚に障害をお持ちの方や、波音や風で
音が聞き取りにくい遊泳中の方などにも津波警報等の発表をお知らせできます。

海岸で振るイメージ
（公益財団法人 日本ライフ

セービング協会提供）

ビーチに掲げられた津波フラッグ
（糸満市の美々ビーチいとまん提供）

令和６年４月３日の台湾付近の地震に伴う
津波警報発表時に、ビーチで津波フラッグを掲示
してライフガードの方々が遊泳者に退水を呼びかけ
避難誘導するなどの活用事例がありました。

気象庁ホームページ 津波フラッグ
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/tsunami_bosai/tsunami_bosai_p2.htm

ビルに掲げるイメージ
（令和６.11.17 糸満市総合防災

訓練で市役所5Fに掲出）

津波フラッグ（津波警報等の視覚による伝達）
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○沖縄気象台ホームページ https://www.data.jma.go.jp/okinawa/

防災気象情報の入手方法①
気象台ホームページであなたの街の情報をチェック

○那覇市公式LINE ○那覇市防災・気象情報メール ○Yahoo!防災速報

地震や津波に関する情報はココ‼

「あなたの街の防災情報」はココから‼

いつの間にか防災知識が身につく
沖縄防災カレンダー
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○民間事業者と連携して、自分がいる場所や登録した地域（市町村単
位）でキキクルで危険度が高まった場合や警報等が発表された場合に、
自動で通知するサービスを提供
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/push_tsuchi.html

何も起きていない平時から登録して、

いざという時の避難や備えの判断に活かしてください。

 自主的な避難の判断に活用できます。

 離れた場所に暮らしている家族に避難を

呼びかけることにも活用できます。

防災気象情報の入手方法②
キキクル（危険度分布）がスマホに届きます

通知サービスの例
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https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/push_tsuchi.html


防災気象情報の入手方法③
（防災気象情報を14か国語で提供）

○外国人の方が安心・安全に過ごすことができるように日本語、英語、中国語
（簡体字・繁体字）、韓国語、スペイン語、ポルトガル語、インドネシア語、ベト
ナム語、タガログ語、タイ語、ネパール語、クメール語、ビルマ語、モンゴル語の
14か国語で防災気象情報を提供

https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/multi.html

警報や情報の解説もあります言語を選択しアイコンから情報へ進む
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防災気象情報等のリンク集（気象・観測）
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防災気象情報等のリンク集（地震・津波・火山）



ご清聴ありがとうございました

はれるん20周年HP
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